
感染症発生動向調査

  平成24年第26週
（6月25日～7月1日） 京都市感染症週報 京都市感染症情報センター

（ 京都市衛生環境研究所 ）

http://www.city.kyoto.lg.jp/hokenfuku
shi/soshiki/8-5-5-0-0_3.html

◆　 今週のコメント
･ 腸管出血性大腸菌感染症の報告が２例（男性，２０歳代及び女性，３０歳代）あり，年間累積報告数は

１０例となっています。
　生食用食肉（牛肉）の規格基準が，食品衛生法に基づいて平成２３年１０月に施行され，肉塊の表面か
ら深さ1cm以上の部分までを６０℃で２分間以上加熱後，トリミングすること等により微生物汚染を完全に
除去する方法が提示されました。しかし，レバー（肝臓）では内部からも腸管出血性大腸菌が検出される
ことが報告され，本年７月から，牛のレバーを生食用として販売・提供することが禁止されました。

･

報 ， 年 ， 食
　詳細は下記の厚生労働省のホームページを御参照ください。
　http://www.mhlw.go.jp/stf/kinkyu/2r9852000001bbdz.html
　http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/shokuhin/syouhisya/110720/

　麻しん（修飾麻しん（検査診断例））の報告が第２４週（６月１１日～６月１７日）に１例（女児，１０歳未満）
あり，本年初めての報告となっています。
　国立感染症研究所のホームページに麻しんの対策やガイドラインとして「医師による麻しん届け出ガイ
ドライン　第三版」，「医療機関での麻しん対応ガイドライン 第三版」等が掲載されていますので，御参

･

◆　 今週のトピックス：＜A群溶血性レンサ球菌咽頭炎＞

　ヘルパンギーナの定点当たり報告数は０.８８（３６例）で，先週（０.４１）の約２倍となっています。年齢階
級別では，１歳が１７例（４７.２％）で最も多く，１歳から３歳までで８３.３％を占めています。毎年７月から
８月に流行しますので，今後の動向に御注意ください。

第 版」， 医療機関 麻 対応 第 版」等 掲載 れ す ，御参
照ください。
　http://www.nih.go.jp/niid/ja/guidelines.html

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり報告数は２.２０（９０例）で，先週（１.４６）の約１.５倍となって

◆　発生状況

・ 二類：結核 １０例（肺結核 ３例，その他結核 ２例，潜在性結核感染者 ５例）うち喀痰塗抹陽性 ２例
【１月以降の累積報告数 ２２３例（肺結核 ９０例，その他結核 ４７例，潜在性結核感染者 ８６例）うち喀痰塗抹陽性 ５０例 】

・ 三類：腸管出血性大腸菌感染症 ２例【１月以降の累積報告数 １０例】

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり報告数は２.２０（９０例）で，先週（１.４６）の約１.５倍となって
います。詳細をトピックスに掲載しています。

全数把握の感染症

三類：腸管出血性大腸菌感染症　２例【１月以降の累積報告数 １０例】
・ 四類：レジオネラ症（肺炎型） １例 【１月以降の累積報告数 ８例】
・ 五類：アメーバ赤痢 腸管アメーバ症　１例・腸管外アメーバ症　１例 【１月以降の累積報告数８例】
・ 五類：麻しん（修飾麻しん（検査診断例）） １例（第２４週追加分） 【１月以降の累積報告数 １例】

（市内定点数　インフルエンザ定点６８， 小児科定点４１， 眼科定点１０， 基幹定点１）

定点    報告数　　定点当たり報告数 感染症名

定点把握の主な感染症

ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ 　インフルエンザ ０　

小児科   ①　感染性胃腸炎 １９８　

（降順5位まで）   ②　Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 ９０　

  ③　ヘルパンギーナ ３６　

  ④　水痘 ３２　

  ⑤　突発性発しん １８　０．４４

０．００

２．２０

４．８３

０．８８

０．７８

⑤ 突 性

眼科   流行性角結膜炎 ８　

【次ページ以降の主な内容】
　　発生状況の概況グラフ　/　今週のトピックス：＜A群溶血性レンサ球菌咽頭炎＞

（ 注 ） 京都市のデータは，平成24年7月5日現在の報告数で，全国の還元データと若干異なる場合があります。
また，本情報での患者数は，届出医療機関所在地での集計で，患者の住所を示すものではありません。

０．８０
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◆　発生状況の概況グラフ

１　今週（第２６週）と先週（第２５週）の定点当たり報告数の比較

0 1 2 3 4 5

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

水痘

手足口病

伝染性紅斑

突発性発しん

百日咳

ヘルパンギーナ

先週

今週

２　腸管出血性大腸菌感染症の推移
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３　主な感染症の定点当たり報告数の推移

＜小児科定点＞
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＜小児科定点＞

　 　　　　　　　１ 感染性胃腸炎 　 　　　　２ Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎
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　　　　　　　　 ３ ヘルパンギーナ 　　　　　 ４ 水痘
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※ 平成15年からの追加疾患のため，過去５年平均値はありません。
＜眼科定点＞ 流行性角結膜炎
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平成２４年

第26週（6月25日～7月1日）トピックス：＜Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎＞

　Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり報告数は２.２０（９０例）で，先週（１.４６）の約１.５倍となってい
ます 第２３週（６月４日～６月１０日）に週定点当たり報告数が２ ８０となり 感染症法の施行された平成１１ます。第２３週（６月４日 ６月１０日）に週定点当たり報告数が２.８０となり，感染症法の施行された平成１１
年以降で最も多くなっています。また，第２６週までの累積で見ても定点当たり報告数は，平成１１年以降で
最も多くなっています。
　年齢階級別にみると，５歳が１６例（１７.８％）と最も多く，次いで４歳が１３例（１４.４％）で，４歳～７歳で
５１.１％を占めています。
　行政区別定点当たり報告数では，上京区と西京区が各４.００と最も多く，次いで右京区が３.４０，南区が
３.３３，左京区が３.２５となっています。
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＊（）内は各区の定点医療機関数


